
中
華
人
民
共
和
国

駐
日
本
国
大
使
館
科
学
技
術
部

祝
学
華
公
使
参
事
官
が
訪
問

西
華
大
学（
中
国
・
四
川
省
）と

交
流
協
定
を
締
結

広
州
理
工
大
学
院（
中
国
・
広
東
省
）

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

　

11
月
１
日
、（
公
財
）長
崎
県
産
業
振
興
財
団
の
協
力
の
も
と
産
業
界
と
の
連
携
が
進

む
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
と
交
流
会
を
セッ
ト
に
し
た
産
学
官
金
連
携
サロン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
部
で
は
、本
学
発
の
Ａ
Ｉ
研
究
を
主
題
に
３
人
の
先
生
方
が
登
壇
。田
中

雅
晴
准
教
授
か
ら「
Ａ
Ｉ
応
用
研
究
セン
タ
ー
の
紹
介
。Ａ
Ｉ・Ｉｏ
Ｔ
の
応
用
と
そ
の
課

題
」、佐
藤
雅
紀
教
授
か
ら「
ロ
ボッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
スマ
ー
ト一次
産
業
を
目
指
し

て
」、古
野
弘
志
准
教
授
か
ら「
古
典
的
な
理
論
や
Ｃ
Ａ
Ｅ
に
よ
る
シ
ミュレ
ー
ション
を
代

替
す
る
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
次
世
代
の
設
計
手
法
の
開
発
〜
船
体
接
水
防
撓
パ
ネ
ル
の
固
有

振
動
数
評
価
を一例
に
〜
」を
テ
ーマに
講
話
。当
日
は
県
内
外
の
企
業
よ
り
55
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。交
流
会
の
部
で
は
、登
壇
し
た
先
生
方
を
企
業
の
開
発
担
当
者
ら

が
取
り
囲
み
、熱
心
な
技
術
談
義
が
交
わ
さ
れ
、盛
会
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

11 

月
22 
日
、本
学
の
地
域
科
学
研
究
所
と（
公
社
）J
I
A 

九
州
支
部
長
崎

地
域
会
が
共
催
し
た『
建
築
家
・
塚
川
譲　

長
崎
講
演
会「
土
地
の
声
を
聴
き

な
が
ら
建
築
を
つ
く
る
」』が
長
崎
県
美
術
館
に
て
行
わ
れ
、約
1
0
0 

名
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。講
演
者
は
建
築
家
の
塚
川
譲
氏（
株
式
会
社
日
本
設

計
）で
、国
内
外
で
の
コンペ
ティ
ション
に
関
す
る
経
験
や
建
築
設
計
への
取
り
組

み
、特
に
2
0
1
6
年
4
月
の
熊
本
地
震
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
た
特
別

史
跡
熊
本
城
跡
に
お
け
る
熊
本
城
特
別
見
学
通
路
の
設
計
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
プロジェク
ト
は
、被
災
地
の
復
旧
過
程
を
安
全
に
見
学
で

き
る
通
路
を
設
け
る
と
い
う
、世
界
的
に
も
類
を
見
な
い
挑
戦
で
あ
り
、そ
の
成

功
に
ついて
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、参
加
者
に
深
い
理
解
を
促
し
ま
し
た
。

　11月12日、本学は、株式会社NTTドコモ、
NTTデバイスクロステクノロジ株式会社と
の間において、長崎市の協力のもと2030年の
カーボンニュートラルの実現をめざし、太陽
光パネルから発電した電力を基地局に供給
するための直流1200V級高効率電力変換器と、
高効率なエネルギーマネジメントを実現

する協調制御技術の開発及び実用化に向けた実証実験と実証事
業に関する基本合意書を締結いたしました。このプロジェクト
の成果が、全国的なエネルギーソリューションのモデルとして
活用されることを目指して取り組みます。

　

7
月
3
日
、本
学
は
中
国
の
四
川

省
に
あ
る
西
華
大
学
と
、学
術
及
び

教
育
分
野
で
の
協
力
を
強
化

し
、友
好
関
係
を
深
め
る
た
め

の
協
定
締
結
し
ま
し
た
。こ
の

協
定
に
よ
り
、海
外
留
学
の

促
進
や
ダ
ブ
ル
ディ
グ
リ
ー
、

教
職
員
の
交
流
な
ど
、両
大

学
の
関
係
が
さ
ら
に
深
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

臨
沂
大
学（
中
国
・
山
東
省
）と

学
術
交
流
協
定
を
締
結

　

12
月
11
日
、黒
川
不
二
雄
学
長
を
含
む
6
名
が

中
国
山
東
省
臨
沂
市
に
あ
る
臨
沂
大
学
を

訪
れ
、　
　
圣
学
長
お
よ
び
李
雪
梅
副
学
長
と

会
談
し
ま
し
た
。こ
の
会
談

で
は
、教
員
や
学
生
の
相
互

訪
問
、学
生
の
研
修
、専
門
職

の
育
成
、科
学
研
究
に
お
け
る

協
力
に
つ
い
て
合
意
し
、学
術

交
流
に
関
す
る
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
6
年
度 

第
2
回 

産
学
官
金
連
携
サ
ロ
ン

　
　

〜
長
崎
総
合
科
学
大
学
発
Ａ
Ｉ
研
究
の
紹
介
〜

建
築
家
・
塚
川
譲　

長
崎
講
演
会

　
　
　

「
土
地
の
声
を
聴
き
な
が
ら
建
築
を
つ
く
る
」

講 演 会  

　

12
月
9
日
、黒
川
不
二
雄
学
長
を
は
じ
め
と
す
る

6
名
は
、中
国
広
東
省
広
州
市
に
位
置
す
る
広
州

理
工
大
学
院
を
訪
問
し
、胡
社　
学
長
お
よ
び
黄

南
松
副
学
長
、な
ら
び
に
関
連
部
門
の
責
任
者
と

会
談
し
ま
し
た
。こ
の
会
談

で
は
、学
術
交
流
と
学
術
研

究
に
お
け
る
相
互
の
活
動
を

促
進
す
る
た
め
の
共
同
協
力

を
目
的
と
し
た
学
術
交
流
協

定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

军

　

6
月
6
日
、中
華
人
民
共
和
国

駐
日
本
国
大
使
館
の
科
学
技
術
部

か
ら
祝
学
華
公
使
参
事
官
が
本
学

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。懇
談
の

後
、ス
マ
ー
ト
パ
ワ
ー
研
究
室
、

E
N
E
ハ
ウ
ス
、船
舶
溶
接
・
塗

装
シ
ミ
ュレ
ー
タ
、バ
イ
オ
マス
研

究
施
設
な
ど
の
各
研
究
施
設

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。今
後
も

協
定
校
を
含
め
た
中
国
と
の

友
好
交
流
が一層
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

张
书

「グリーン・デジタル産業分野教育協議会」を開催

企業とつくる大学教育プログラム

国際会議Hard Probes 2024を開催
再生可能エネルギー研究応用国際会議を開催
第13回

NTTドコモ・NXTECとカーボンニュートラルの
実現をめざし基本合意書を締結

ニチコン株式会社と共同研究講座を開設

東部重工業株式会社と包括連携協定を締結

　11月27日、本学は、株式会社ディーソルおよび株式会
社ディーソルNSPとの間で、地域社会の発展に貢献する
ことを目的として包括連携協定を締結しました。この協
定により、学生は最先端技術に触れる機会を得ることが
でき、ディーソルのITソリューションや佐世保市にある
データセンターのインフラが、インターンシップを通じ
て学生の高度なITスキルの向上に寄与し、明るい未来を
築くための原動力となることが期待されます。

株式会社ディーソルおよび株式会社ディーソルNSPと
包括連携協定を締結

新キャンパス▶
　サスティナブル・スマート・キャンパス　

　イメージ図　

　10月1日、本学は、大手電子部品メーカーとして
リードするニチコン株式会社と連携し、EMS（エネ
ルギーマネジメントシステム）の関発および電力
変換装置の高効率化／制御システムの開発に向けた
「未来志向グリーンエネルギー変換ニチコン共同
研究講座」を開設しました。この研究講座では、
本学が蓄積したグリーン・エネルギー・マネジメン

トシステムに関する研究成果を基に、次世代のグリーンエネルギー変換技術の研究開
発を共同で進め、社会への貢献を図ります。また、この取り組みを通じて、学生や若手研
究者の育成を促進し、新たな研究拠点の形成を目指します。

　11月18日、本学は、荷役作業機械の専門メーカー
である東部重工業株式会社と協力し、地域社会の発
展を目指す包括的な連携協定を締結しました。この
協定に基づく最初の取り組みとして、共同研究講座
を設立し、産業分野における研究や高度な人材育成
を推進します。この連携を通じて、学生に最新の産業
技術に触れる機会を提供します。

　12月24日、本学は、新学部「先端グリ
ーン・デジタル理工学部（仮称）」の令和
9年設置に向けて、産学連携の具体的な
取り組みとして「グリーン・デジタル産
業分野教育協議会」を立ち上げ、第1回の
協議会を実施しました。地域の企業や
産業界から26社が参加し、貴重な意見
をいただきながら、成長が見込まれる分野
で活躍できる人材を育成するための教育
カリキュラムの策定や大学
の新たな役割について議論
を行いました。

　6月6日、本学は、南島
原市との協力関係を一層
強化し、2050年のカーボ
ンニュートラルの実現を
めざすとともに、活力ある
豊かな地域社会の形成と
発展に寄与することを目的

として、連携協定を締結しました。デジタル技術を活用し、
エネルギー消費の最適化を図りながら、カーボンニュートラル
の実現に向けた多様な分野での協力を推進します。

　9月22日から
27日にかけて、
出島メッセ長崎
において、国際会
議「Hard Probes 
2 0 2 4」（12 t h  
In te rna t iona l  
Conference on 
Hard and Electromagnetic Probes of High-Energy Nuclear Collisions）が長崎総合科学大学、
筑波大学、上智大学の共催により開催され、世界各国から約350名が参加しました。
会議は本学の大山健教授（副学長）と板倉数記教授（共通教育部門）が共同議長として
運営し、大学院生が運営スタッフとして参加しました。会議では、宇宙の誕
生直後に存在したクォーク・グルーオン・プラズマの状態を地球上で再現
するための「高エネルギー重イオン衝突実験」に関する多くの研究成果が
発表され、活発な議論が展開されました。

　11月9日から13日まで、本学が共催した「第13回再生可能エネルギ
ー研究応用国際会議（International Conference on Renewable Energy 
Research and Applications 2024, ICRERA 2024）」が出島メッセ長崎に
て開催され、米国電気電子学会IEEEや電子情報通信学会、電気学会
など、世界中の大学や企業から743名の研究者と技術者が参加しました。
会議では363件の発表が行われ、34社の国内外企業が出展しました。
黒川不二雄学長が委員長を務め、本学の大学院生および学部生がポス
ターセッションの発表や運営に参加しました。政府が推進するカーボ
ンニュートラルの実現に向けて、デバイス、機器、システムに関する
包括的な解決策が議
論されました。

国
際

  
 

連
携

南島原市と脱炭素社会の
構築をめざし連携協定を締結

新学部設置に向けて始動!!新学部設置に向けて始動!!新学部設置に向けて始動!!

地
域・

  
産
学
官






